生田弁護士への「懲戒処分」の公正かつ適正な調査・審査

一刻も早い「処分の取消し」決定を求める要請書
--香川県弁護士会の「懲戒処分」はデッチ上げです--

日本弁護士連合会　御中
私は、香川県弁護士会による生田暉雄弁護士への理不尽な懲戒処分に対して、不正や卑劣な行為を許せぬ一市民として、強い憤りを覚えます。

生田暉雄申立人による「懲戒処分の効力停止申立」に対する貴会の迅速な「効力停止」を求めます。また、合わせて、生田暉雄申立人による、同デッチ上げ「懲戒処分（業務停止８か月）」への「異議申立」を厳正に調査・審査し、一刻も早い「処分の取消し」決定を行なうことを強く要請します。

「処分の取消し」要請理由

1． 　香川県弁護士会による生田暉雄弁護士に対する「懲戒処分」は、捏造であり、デッチ上げである。

2． 　香川県弁護士会による生田暉雄弁護士に対する「懲戒処分」は、適正手続きを経ていない。

3． 　生田暉雄弁護士は、言葉の本来の意味での正義を追求し、この社会の、とりわけ権力機関や権力を持つ者の不正に対し、妥協せぬ闘いを続けている弁護士である。香川県弁護士会によるデッチ上げ・不当「懲戒処分」を厳正に調査・審査し、その過ちを正し、弁護士（会）の本来の社会的使命を果すように促すことが貴会の使命である。
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